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地
域
と
学
校
の
協
働
活
動 

会
瀬
小
学
校
は
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の
た
め
の
学
校

運
営
協
議
会
制
度
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
）
を
平
成

29
年
度
県
北

で
最
初
の
モ
デ
ル
校
に
な
り
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

行
っ
た
活
動
の
紹
介
を
し
ま
す
。 

☆
3
年
生 

総
合
学
習
「
会
瀬
の
す
て
き
な
人
を
見
つ
け
よ
う
」 

 

海
老
澤 
公 
氏
を
悼
む 

 

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
ビ
デ
オ
撮
影
し
た

海
老
沢 

公
氏(

会
瀬
１
丁
目)

が

１０
月

２３
日

９４
歳

の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。
撮
影
し
た
数
々
の
ビ
デ

オ
は
多
く
の
人
び
と
に
喜
び
や
感
動
を
、
そ
し
て

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
記
録

は
、
地
域
の
自
治
活
動
に
と
っ
て
も
貴
重
な
財
産

と
な
り
、
今
後
の
活
動
の
原
動
力
で
も
あ
り
、
将

来
に
わ
た
る
大
切
な
遺
産
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

海
老
沢
さ
ん
は
日
立
製
作
所
の
水
力
発
電
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
勤
め
上
げ
、
定
年
退
職
後
に
趣

味
と
し
て
ビ
デ
オ
撮
影
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
撮

影
中
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
は
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
や
住
民
の
目
に
焼
き
付
け
い
て
い
る
で
し
ょ

う
。 

エ
ピ
ソ
ー
ド 

会
瀬
の
定
置
網
漁
業
の
実
際
を
撮

影
す
る
た
め
、
漁
船
に
乗
り
漁
場
に
向
か
い
ま
し

た
。
あ
い
に
く
と
不
漁
で
、
絵
に
な
る
よ
う
な
魚

は
獲
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
作
業
の
様
子
や
漁
師
の

話
な
ど
取
材
し
終
了
し
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た

ビ
デ
オ
を
見
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
あ
の
日
一

緒
に
行
っ
た
時
に
は
不
漁
だ
っ
た
の
に
大
き
な
カ

ジ
キ
マ
グ
ロ
を
は
じ
め
と
し
て
大
漁
の
様
子
が
写

っ
て
い
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
光
景
が
画
面
い
っ

ぱ
い
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
海
老
沢
さ
ん
は

納
得
い
く
画
面
を
求
め
て
再
度
、
漁
場
に
行
っ
た

の
で
す
。
編
集
に
際
し
て
は
同
道
者
に
気
を
配
っ

た
も
の
で
、
何
の
違
和
感
も
な
い
立
派
な
作
品
で

し
た
。 

 

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昭
和
17
年
か
ら
昭
和
20
年
の
間
に
正
門
橋
は

作
ら
れ
た
の
だ
が
、
い
つ
だ
っ
た
の
か
。
正
門

橋
を
必
ず
利
用
し
た
の
は
相
賀
町
・
旭
町
か
ら

会
瀬
小
学
校
へ
通
っ
た
子
ど
も
達
。
そ
の
子
た

ち
も
現
在
８０
歳
前
後
、
何
人
か
に
聞
い
て
み

た
が
誰
も
記
憶
し
て
い
な
い
。
相
賀
町
に
住
ん

で
い
た
故
加
納
芳
徳
氏
（
昭
和
18
年
会
瀬
小
入

学
）
の
戦
争
回
顧
録
に
は
、
正
門
橋
は
昭
和
18

年
頃
に
作
ら
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
当
時
の
戦

局
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
昭
和
19
年
は
敗

色
濃
厚
と
な
り
、
日
立
製
作
所
内
で
も
職
場
の

戦
闘
態
勢
を
強
化
す
る
方
針
が
と
ら
れ
て
い

る
。
金
属
類
回
収
も
実
施
さ
れ
て
い
る
時
勢
に

橋
を
建
設
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。
と
な
る

と
、
昭
和
18
年
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

記
録
は
な
い
。
当
時
の
茨
城
新
聞
2
年
間
の
記

事
に
は
一
言
も
出
て
い
な
い
。
市
役
所
の
記
録

に
も
な
い
。
戦
時
中
は
制
約
が
厳
し
く
、
軍
事

に
絡
む
こ
と
一
切
が
公
に
さ
れ
な
か
っ
た
か

ら
だ
。
橋
の
建
設
も
秘
密
に
さ
れ
た
の
だ
っ

た
。
橋
の
名
称
の
由
来
も
定
か
で
な
い
が
、
場

所
と
時
勢
に
合
っ
て
い
る
こ
と
に
は
違
い
な

い
。 

 

正
門
橋
の
完
成
を
一
番
喜
ん
だ
の
は
小
学
生
。

車
な
ど
一
台
も
通
ら
な
か
っ
た
橋
。
蒸
気
と
煙

を
も
う
も
う
と
あ
げ
、
轟
音
と
と
も
に
通
過
す

る
蒸
気
機
関
車
。
煙
で
す
っ
ぽ
り
と
覆
わ
れ
た

橋
。
右
側
か
ら
左
へ
、
左
か
ら
右
へ
と
歓
声
を

上
げ
て
走
り
回
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
。 

 

☆
２
年
生
音
楽
科
「
日
本

の
音
楽
に
親
し
も
う
」 

 

☆

6
年
生 

総
合
学
習
「
伝
え
合
お
う
！

日
本
の
よ
さ
・
日
本
の
心
」 

①
茶
道 

②
華
道 

③
和
裁
（
刺
し
子
） 

④
百
人
一
首 

⑤
墨
絵 

⑥
書
道
（
仮
名

文
字
）
⑦
箏 

⑧
菓
子
（
ビ
ス
コ
イ
ト
） 

 

☆
５
年
生
家
庭
科
「
ひ
と

針
に
心
を
こ
め
て
」 

 

福
祉
功
労
者
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た 

◎
日
立
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
顕
彰 

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
四
日
、
日
立
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
「
ふ
く
し
の
つ
ど
い
」
が
、
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

音
楽
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、 

多
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
活
動
を
実
践
さ
れ
て
、
社
会
福

祉
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
労
者
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

会
瀬
学
区
か
ら
は
、
左
記
の
三
名
の
方
々
が
顕
彰
さ
れ

ま
し
た
。 

◎
社
会
福
祉
活
動
協
力
援
助
者
（
在
職
五
年
以
上
） 

 
 
 

松
本 

肇
氏
（
野
外
環
境
整
備
委
員
） 

 
 
 

渡
部 

正
伸
氏 

(

野
外
環
境
整
備
委
員) 

 
 
 

柴
田 
百
恵
氏 

(

お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
委
員) 

 

 

ふ
る
さ
と
会
瀬
か
ら 

 
 

   
 
 
 

正
門
橋
（
常
磐
線
架
橋
） 

 

近
隣
の
皆
様
に
と
鉄
道
工
事
の
お
知
ら
せ
が
二

枚
配
布
さ
れ
た
。
一
枚
は
JR
水
戸
支
社
か
ら
で
、

正
門
橋
跨
線
道
路
補
修
工
事
、
完
成
予
定
日
は

平
成
３０
年
２
月
中
旬
と
あ
る
。
も
う
一
枚
は
市

役
所
道
路
建
設
課
か
ら
で
夜
間
、
橋
の
舗
装
工

事
を
す
る
知
ら
せ
で
あ
っ
た
。
昭
和
46
年
（
1971

年
）
に
二
度
目
の
架
橋
を
し
て
か
ら
46
年
。
最

近
は
橋
と
道
路
に
段
差
が
で
き
て
、
大
型
ト
ラ

ッ
ク
が
通
る
た
び
に
振
動
と
、
大
き
な
音
が
発

生
し
て
い
た
。
最
初
の
橋
は
い
つ
作
ら
れ
た
の

だ
ろ
う
か 

 

昭
和
17
年
4
月
（
1942
年
）
会
瀬
国
民
学
校
初
等

科
1
年
に
入
学
し
た
。
住
居
は
旭
町
で
通
学
は

集
団
登
校
だ
っ
た
。
通
学
路
は
相
賀
町
内
だ
っ

た
が
、
正
門
橋
は
な
か
っ
た
の
で
線
路
沿
い
の

細
い
坂
道
を
下
り
、
線
路
を
横
切
り
再
び
坂
道

を
上
が
り
線
路
に
沿
っ
た
道
を
利
用
し
登
校
し

た
。 

 

昭
和
20
年
（
1945
年
）
6
月
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ

る
爆
弾
攻
撃
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
日
の
午

後
、
私
は
正
門
橋
を
渡
り
、
道
路
に
置
か
れ
た

不
発
の
1
ト
ン
爆
弾
を
見
て
い
る
。
黄
色
の
火

薬
の
色
は
今
で
も
脳
裏
に
あ
る
。
そ
の
日
、
上

空
か
ら
撮
影
し
た
ア
メ
リ
カ
軍
の
写
真
に
も
正

門
橋
は
破
壊
さ
れ
ず
に
写
っ
て
い
る
。 

 
 

 

皆川さん会瀬小の歴史など  

株）マイステック関社長さん

仕事についての講話 

 

12月8日各講師を招待して 

各グループが発表を行う。  

会瀬浜太鼓の指導者 

子どもたちは覚えが早い 男の子どもたちも上手 


